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 研究１では医療事故情報収集等事業の年報を資料として、2010 年から 2014 年の年報報告と、2009 年
1月から 2014年 3月までの Web報告を資料として用いた。 
 研究２ではあるリハビリテーション強化型病院のリハビリテーション部内に保管されているインシデン


















ベル 2以上は 87件であり、レベル 3bが最多であった。当事者の経験年数とインシデント件数は、rs=-0.71
（p<0.001）と有意な強い負の相関を認めた。内容項目別件数では、「転倒・転落・打撲・その他の外傷」
が 66 件（75.9%）と最多であった。傷害内容別件数では、“骨折”が最多であり，発生状況としては、
関節可動域練習中が 12件（31.6%）、歩行練習中が 10件（26.3%）であった。 





20件（55.6%）であった。実施件数に対するレベル 2以上のインシデント発生割合は 0.0002 であった。 





































平成 27 年 1 月 9 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求
め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 
よって、著者は博士（ヒューマン・ケア科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
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